
５
月
15
日
～
16
日
（
木
・
金
）
東
京

大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
・
野
球
場
で

第
14
回
国
労
東
日
本
本
部
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
組
合

員
、
家
族
、
支
援
者
な
ど
総
勢
16
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

水
戸
地
本
に
勝
つ

１
回
戦
は
水
戸
地
本
と
の
対
戦
。
先

行
の
新
潟
は
５
番
、
阿
部
（
光
）
選
手

が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習

成
果
？
を
発
揮
さ
れ
、
先
制
タ
イ
ム
リ
ー

で
１
点
を
先
取
。
先
発
投
手
は
加
藤
選

手
だ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
ず
四

球
を
連
発
し
１
回
、
２
回
で
２
点
づ
つ

与
え
た
が
、
堅
い
守
り
と
運
も
味
方
し

て
尻
上
が
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ピ
ッ

チ
ン
グ
内
容
が
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

６
回
に
８
点
・
逆
転

１
対
４
・
互
い
に
焦
り
の
状
態
が
続

き
敗
色
濃
厚
の
中
、
新
潟
は
５
回
表
、

相
手
バ
ッ
テ
リ
ー
間
の
一
瞬
の
ス
キ
を

突
き
１
点
を
捥
ぎ
取
る
と
、
６
回
の
攻

撃
で
四
球
４
つ
を
絡
め
た
ヒ
ッ
ト
５
本

の
猛
攻
で
一
挙
に
８
点
を
奪
い
大
逆
転

に
成
功
。

６
回
裏
、
最
終
回
を
３
者
凡
退
に
打

ち
取
り
、
新
潟
チ
ー
ム
久
々
に
勝
利
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
会
ル
ー
ル
で
は
、
試
合
は
７
回
戦

か
試
合
時
間
が
１
時
間
30
分
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
１
回
戦
は
６
回
、
２
回
戦

は
５
回
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

２
回
戦
は
惜
敗

２
回
戦
は
盛
岡
地
本
。
先
行
の
新
潟

は
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
か
ら
４
番
、
中
沢

選
手
が
、
し
ぶ
と
く
四
球
を
選
び
先
制
。

本
多
選
手
の
内
野
ゴ
ロ
間
に
２
点
目
を

取
る
好
ス
タ
ー
ト
。
先
発
投
手
は
近
藤

選
手
。
持
ち
前
の
粘
り
強
く
低
め
に
投

げ
、
内
野
ゴ
ロ
を
打
た
せ
て
い
っ
た
が
、

昨
日
の
疲
労
と
「
勝
利
の
美
酒
」
に
酔

い
し
れ
た
か
？
エ
ラ
ー
を
連
発
。
盛
岡

の
強
打
も
加
わ
り
、
３
点
を
取
ら
れ
逆

転
さ
れ
ま
し
た
。

２
回
の
新
潟
の
攻
撃
で
、
近
藤
選
手

の
執
念
の
ヒ
ッ
ト
を
足
掛
か
り
と
し
て

翔
太
選
手
の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
で
再
逆

転
。し

か
し
前
回
準
優
勝
チ
ー
ム
は
強
打

そ
し
て
試
合
巧
者
で
２
回
４
点
、
４
回

２
点
を
追
加
さ
れ
最
終
回
、
新
潟
も
本

多
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
等
で
２
点
を
返

し
た
が
力
及
ば
ず
６
対
９
で
惜
敗
し
た
。

５
月
も
下
旬
に
な
り
ま
し
た
。
山
菜

の
季
節
で
す
ね
。
雪
が
多
か
っ
た
た
め

長
く
楽
し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
筍
な
ど
旬
の
季
節
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
そ
し
て
夏
へ

と
季
節
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
気
温

の
変
化
が
激
し
く
体
調
を
崩
し
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
で
し
ょ
う
か
。
暑
く
な
っ
て
く
る
と

い
よ
い
よ
ビ
ー
ル
の
季
節
で
す
ね
。
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参加者選手

新一運 佐藤 昌典

佐藤 翔太（家族）

本多 勝利

ニイ 加藤 秀夫

車セ

新潟駅 阿部 光晴

新津駅 石川 忠雄

ナカ 福富 雅彦

車セ 近藤 努

中沢 達也

長谷川 正志

支援者 ６名

１６名

キ
ャ
プ
テ
ン

加
藤
の
コ
メ
ン
ト

ケ
ガ
人
も
無
く
勝
利
ま
で
飾
ら

れ
た
こ
と
は
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
人
生
の
初
マ
ウ

ン
ド
で
何
時
か
え
ら
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
し
た
が
、
佐
藤

監
督
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
皆
様
の
激

励
で
何
と
か
投
げ
き
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

２
年
後
は
新
た
な
仲
間
を
加
え

る
と
と
も
に
、
自
己
節
制
し
て
勝

利
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
「
老
骨
に
鞭
を
打
っ
て
」
？

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。



５
月
１
日
「
元
祖
５
・
１
新
潟
メ
ー
デ
ー
」

が
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。全

国
一
般
新
潟
・
全
港
湾
新
潟
が
主
催

し
多
く
の
労
働
者
・
民
主
団
体
な
ど
全
体

で
７
０
０
名
が
結
集
し
ま
し
た
。
国
労
か

ら
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
新
潟
市
内
中
心
部
を

デ
モ
行
進
し
広
く
新
潟
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。天

候
は
少
し
雨
が
降
っ
た
り
し
ま
し
た

が
デ
モ
行
進
終
了
ま
で
雨
は
大
降
り
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
津
・
長
岡
・
上
越
の
各
地
域
で
も
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

争
議
権
（
ス
ト
ラ
イ
キ
権
）
は

労
働
者
の
権
利

争
議
権
（
ス
ト
ラ
イ
キ
権
）
保
障
の
意
義

●
労
働
組
合
が
要
求
実
現
や
抗
議
の
た
め

に
集
団
的
に
就
労
を
拒
否
し
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
で
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨

げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
、
争
議
行
為
と

い
い
ま
す
。

そ
の
典
型
は
、
同
盟
罷
業
と
も
い
わ
れ

る
ス
ト
ラ
イ
キ
（
業
務
放
棄
）
で
あ
り
、

争
議
行
為
を
行
う
権
利
と
し
て
の
争
議
権

は
、
労
働
者
の
基
本
的
人
権
と
し
て
、
憲

法
28
条
で
保
障
さ
れ
た
も
の
で
す
。

争
議
権
は
、
労
働
者
が
団
結
を
背
景
に

要
求
実
現
な
ど
の
た
め
に
使
用
者
に
圧
力

を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
た
、
労
働
者
に

と
っ
て
最
も
強
力
な
団
結
の
武
器
で
す
。

●
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
争
議
権
を
労

働
三
権
と
言
い
ま
す
が
、
３
つ
の
権
利
が

一
体
的
な
も
の
と
し
て
労
働
基
本
権
を
構

成
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
権
利
は
密
接
に
関
係
し
、
相
互

に
支
え
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。
労
働
組

合
が
、
争
議
権
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
団
体
交
渉
権
は
実
効
的
な
権
利
に

な
り
、
強
い
団
結
力
は
、
団
体
交
渉
の
迫

力
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
国
労
本
部
資
料
か
ら
）
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地方本部で「組織強化拡大経験交流

集会」開催を企画しました。企画内容

は現在検討中ですが、他地本から講師

を要請し全体の交流を深めていきたい

と考えています。詳細は後日連絡しま

す。


